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職
人
が
不
足
し
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
わ
れ
わ

れ
町
場
の
工
務
店
、
職
人
に
と

っ
て
の
好
影
響
は
一
時
的
で
あ

る
と
予
想
さ
れ
、
増
税
後
の
仕

事
の
反
動
減
が
大
い
に
心
配
さ

れ
ま
す
。 

た
だ
、
ひ
と
つ
言
え
る
の
は
、

確
か
な
技
術
を
も
ち
、
お
施
主

に
喜
ば
れ
る
仕
事
を
積
み
重
ね

る
こ
と
が
で
き
る
職
人
は
、
景

気
の
波
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
は

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
当
た

り
前
で
す
が
、
仕
事
の
全
体
量

が
減
少
し
た
と
き
、
腕
が
な
い
、

仲
間
付
き
合
い
が
な
い
、
お
施

主
を
大
事
に
し
な
い
職
人
か
ら

真
っ
先
に
仕
事
が
無
く
な
り
ま

す
。 自

分
の
仕
事
を
守
る
た
め
に

も
、
自
分
を
磨
く
こ
と
を
常
に

忘
れ
ず
、
周
り
か
ら
求
め
ら
れ

る
職
人
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず

に
心
が
け
て
精
進
し
て
ま
い
り

ま
し
ょ
う
。 

 

我
々
の
上
部
団
体
の
全
建
総

連
は
全
国
六
十
一
万
人
と
い
う

建
設
業
界
で
も
っ
と
も
大
き
い

労
働
者
団
体
で
す
。
全
建
総
連

は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
、
消
費
税
増
税

反
対
、
建
設
国
保
の
保
護
、
公

契
約
法
の
拡
大
、
リ
フ
ォ
ー
ム

工
事
助
成
の
拡
充
、
ア
ス
ベ
ス

ト
訴
訟
な
ど
、
わ
れ
わ
れ
組
合

員
を
守
る
た
め
に
様
々
な
活
動

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

一
方
で
、
国
の
全
体
を
見
回
し

て
み
ま
す
と
、
福
島
の
原
発
問
題

は
解
決
に
向
け
て
何
も
進
展
を

み
せ
ず
、
昨
夏
に
行
わ
れ
た
参
議

院
選
挙
で
国
会
の
ね
じ
れ
が
解

消
し
た
こ
と
で
、
消
費
税
増
税
、

秘
密
保
護
法
案
な
ど
庶
民
を
苦

し
め
る
悪
政
が
進
行
し
て
い
ま

す
。
巨
大
与
党
が
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

の
名
の
も
と
に
格
差
社
会
を
よ

り
進
行
さ
せ
て
い
る
現
状
で
は
、

一
部
の
大
企
業
に
富
が
集
中
し
、

我
々
現
場
で
働
く
職
人
の
仕
事

や
暮
ら
し
は
な
か
な
か
良
く
な

っ
て
こ
な
い
よ
う
で
す
。 

 

建
設
業
界
に
目
を
向
け
ま
す

と
、
消
費
税
増
税
の
駆
け
込
み
需

要
の
た
め
、
ど
こ
の
現
場
で
も 

私
た
ち
も
そ
の
動
き
に
乗
り
遅

れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
で
き

る
限
り
の
協
力
を
し
て
い
き
ま

す
。 現

在
の
私
た
ち
の
組
合
の
組

織
数
は
、
１
６
２
６
名
で
す
。

現
状
を
維
持
し
て
い
る
も
の

の
、
ま
だ
ま
だ
少
数
で
す
。
組

合
を
よ
り
良
く
し
て
い
く
た

め
、
労
働
者
の
要
求
の
声
を
も

っ
と
大
き
な
も
の
に
す
る
た
め

に
も
、
本
年
も
ぜ
ひ
と
も
組
織

拡
大
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

 

組
合
で
は
、
本
年
も
資
格
取

得
の
た
め
の
講
習
会
事
業
、
一

人
親
方
労
災
保
険
特
別
加
入
、

工
事
現
場
労
災
と
雇
用
保
険
の

手
続
き
推
進
、
一
人
親
方
退
職

金
共
済
の
加
入
促
進
、
建
設
業

許
可
取
得
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、

皆
様
の
仕
事
に
お
役
立
て
頂
け

る
事
業
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
ご
家
族
で
ご
利
用

い
た
だ
け
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
も
開
催
い
た
し
ま
す
。
皆
様

に
置
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
利
用

い
た
だ
け
る
も
の
は
全
て
ご
利

用
い
た
だ
き
、
組
合
を
フ
ル
活

用
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
組

合
員
の
皆
様
に
と
っ
て
本
年
が

幸
多
き
年
と
な
る
こ
と
を
祈
念

い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
組
合
員
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
き

新
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と

を
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、
２
０
年
に
一
度
の
伊
勢
神
宮

の
式
年
遷
宮
、
じ
ぇ
じ
ぇ
じ
ぇ
、

今
で
し
ょ
、
倍
返
し
な
ど
の
言
葉

が
流
行
し
、
田
中
擁
す
る
楽
天
が

日
本
シ
リ
ー
ズ
を
制
し
初
優
勝
、

サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
が
Ｗ
杯
出

場
を
決
め
、
更
に
は
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
が
決
定
す
る
な
ど
、

我
々
庶
民
に
と
っ
て
喜
ば
し
い

出
来
事
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

mailto:aichikentiku@heartful
mailto:aichikentiku@heartful


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

－２－ 

愛知建築                                    平成２６年 １月 １日  第１０２号 

○名古屋市技能功労者表彰 被表彰者 
 
建 築 大 工 松井 正 様（中川建築） 
建 築 大 工 中原 義人様（中川建築） 
建 築 大 工 水野 昌弘様（中川建築） 
左 官 工 寺西 朝一様（中川建築） 
建築設備工 奥村 義明様（中川建築） 
建 築 士 山崎 昌三様（中川建築） 
建 築 大 工 村上 正道様（瑞穂建築） 
建 築 大 工 大内 博道様（瑞穂建築） 
建 築 大 工 井上 増視様（瑞穂建築） 
建 築 大 工 山本 信好様（瑞穂建築） 
建 築 大 工 梶原 弘巳様（昭和建築） 
左 官 工 安江 鉱平様（昭和建築） 
電気工事士 位田 千秋様（昭和建築） 
建 築 大 工 林  和則様（名城建設） 
電気工事士 大口 正雄様（名城建設） 
建 築 士 中村 健一様（中 建築） 
設 備 工 佐々木惠二様（北 建築） 
建 築 士 堀内 敏弘様（西 建築） 
 
 
○名技連 優秀技能者表彰 被表彰者  
建 築 大 工 山口 明 様（中央建築） 
製 図 工 松井 宣道様（中 建築）  

平
成
２
５
年
１
１
月
２
３

日
（
土
）、
名
古
屋
市
公
会
堂

で
、
名
古
屋
市
技
能
功
労
者

表
彰
式
と
名
技
連
優
秀
技
能

者
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
組
合
か
ら
２
０
名
の
方

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

 

名
古
屋
市
技
能
功
労
者
表

彰
は
、
永
年
の
経
験
と
技
能

を
必
要
と
す
る
手
づ
く
り
の

分
野
で
「
こ
の
道
一
筋
」
に

励
ん
で
こ
ら
れ
た
功
労
顕
著

な
技
能
者
を
称
え
る
こ
と
に

よ
り
、
勤
労
意
欲
の
向
上
と

技
術
水
準
の
維
持
・
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
昭
和

４
６
年
度
か
ら
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
名
技
連
優
秀
技
能
者

表
彰
は
、
優
秀
な
技
能
者
を

た
た
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

後
継
者
の
育
成
を
図
り
、
も

っ
て
業
種
の
発
展
お
よ
び
技

術
水
準
の
維
持
向
上
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。 

 

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
組
合

員
の
皆
様
、
本
当
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

平
成
２
５
年
１
１
月
２
７
日
、

愛
知
県
庁
に
て
、
愛
知
県
優
秀
技

能
者
表
彰
式
が
執
り
行
わ
れ
、
組

合
か
ら 

柘
植
圭
吾
さ
ん
（
西
支

部
）
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
柘

植
さ
ん
は
大
工
ひ
と
す
じ
４
０

年
、
西
支
部
で
も
役
員
を
務
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
（
写
真
下
） 

平
成
２
５
年
１
０
月
１
７
日
、

東
京
メ
ル
パ
ル
ク
ホ
ー
ル
に
て
、

優
秀
施
工
者
国
土
交
通
省
大
臣
顕

彰
式
典
が
行
わ
れ
、
組
合
か
ら
は

尾
崎
立
司
さ
ん
（
熱
田
支
部
）
が

検
証
さ
れ
ま
し
た
。
尾
崎
さ
ん
は
、

連
合
会
副
会
長
で
、
熱
田
支
部
長

も
兼
任
さ
れ
て
い
ま
す
。
（
写
真

左
） 

  

連
合
会
新
年
初
会
合 

日
時 

平
成
二
十
六
年
一
月
十
五
日
（水
） 

場
所 

魚
鉄
（名
古
屋
北
区
） 

幹
事 
北
建
築
組
合 

平
成
２
５
年
１
１
月
２
２
日
、

刈
谷
市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
に

て
、
職
業
能
力
開
発
大
会
が
行
わ

れ
、
組
合
か
ら
、
横
地
健
一
さ
ん

と
富
永
勝
太
郎
さ
ん
（
名
城
支
部
）

が
感
謝
状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

受
賞
さ
れ
た
み
な
さ
ん
、
本
当

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 
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愛知建築                                    平成２６年 １月 １日  第１０２号 

 

平
井
伸
治
鳥
取
県
知
事
、
自
民

党
竹
下
亘
衆
議
院
議
員
、
民
主

党
水
岡
俊
一
参
議
院
議
員
ほ

か
各
政
党
の
議
員
な
ど
多
数
。 

 

大
会
一
日
目
は
、
台
風
の
た

め
議
事
承
認
に
必
要
な
定
数

を
満
た
す
こ
と
が
で
き
ず
、
第

５
３
年
度
経
過
と
財
政
決
算

報
告
の
み
行
い
ま
し
た
。
併
せ

て
第
５
４
年
度
運
動
方
針
案

と
財
政
予
算
案
の
提
案
を
行

い
ま
し
た
。 

大
会
二
日
目
は
、
午
前
中
に

本
会
議
を
開
き
、
質
疑
応
答
を

経
て
第
５
３
年
度
経
過
と
決

算
を
承
認
し
ま
し
た
。
午
後
か

ら
は
１
０
の
分
科
会
に
分
か

れ
討
論
に
入
り
ま
し
た
。 

大
会
三
日
目
は
、
第
５
４
年

度
の
運
動
方
針
案
と
財
政
予

算
案
を
討
議
し
、
満
場
一
致
で

採
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
役
員

改
選
で
は
、
中
央
執
行
委
員
長

を
２
年
２
期
務
め
ら
れ
た
巻

田
委
員
長
が
退
任
さ
れ
、
新
中

央
執
行
委
員
長
に
三
浦
一
男

氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

巻
田
委
員
長
は
「
組
合
活
動

は
、
志
高
く
希
望
を
持
っ
て
仲

間
と
優
し
く
接
す
る
こ
と
が

大
切
。
そ
し
て
組
合
活
動
は 

マ
ラ
ソ
ン
で
は
な
く
、
た
す
き

を
何
度
も
つ
な
い
で
ゴ
ー
ル

め
ざ
す
駅
伝
な
の
で
、
新
体
制

で
も
拡
大
運
動
に
力
を
入
れ

て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。
三
浦
新
執
行
委
員
長

は
、
「
我
々
の
前
に
は
明
る
い

部
分
も
あ
る
一
方
、
社
保
や
消

費
税
な
ど
の
課
題
も
山
積
し

て
い
る
、
み
ん
な
で
心
を
一
つ

に
目
標
に
向
か
っ
て
取
り
組

む
こ
と
が
必
要
だ
」
と
決
意
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

最
後
に
、
大
会
ス
ロ
ー
ガ

ン
、
大
会
宣
言
が
採
択
さ
れ
、

参
加
者
全
員
で
の
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
で
大
会
は
閉
幕
し
ま

し
た
。
組
合
か
ら
は
、
久
野
連

合
会
長
と
事
務
局
小
園
の
二

名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

今
大
会
は
台
風
２
６
号
の

影
響
で
交
通
機
関
に
大
き
な

混
乱
が
生
じ
た
こ
と
で
、
議
事

日
程
を
大
幅
に
変
更
し
て
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

 （
写
真
は
上
か
ら
巻
田
前
執

行
委
員
長
、
三
浦
新
執
行
委
員

長
、
勝
野
書
記
長
、
分
科
会
の

様
子
で
す
。） 

平
成
２
５
年
１
０
月
１
６

～
１
８
日
、
全
建
総
連
第
５
４

回
定
期
大
会
が
、
米
子
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
鳥
取
県

米
子
市
）
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
「
組
織
拡
大
で
建
設
国
保

を
守
り
、
賃
金
・
単
価
を
引
き

上
げ
、
若
者
に
魅
力
あ
る
建
設

産
業
を
め
ざ
そ
う
」
を
メ
イ
ン

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
た
今
大
会

に
全
国
の
５
３
県
連
・
組
合
か

ら
１
４
１
７
名
が
参
加
し
ま

し
た
。 

 

大
会
初
日
、
ま
ず
主
催
者
を

代
表
し
て
巻
田
中
央
執
行
委

員
長
が
挨
拶
、
鳥
取
県
連
を
代

表
し
て
渡
辺
会
長
が
歓
迎
の

挨
拶
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
主

な
来
賓
は
以
下
の
通
り
で
す
。 

全
建
総
連
で
は
、
月
に
２
回

（
１
日
と
１
６
日
）
に
機
関
紙

「
全
建
総
連
」
を
発
行
し
て
い

ま
す
。
機
関
紙
で
は
、
全
建
総

連
の
運
動
や
、
全
国
の
組
合
の

取
り
組
み
、
私
た
ち
を
め
ぐ
る

様
々
な
社
会
情
勢
や
建
設
関

連
の
法
改
正
な
ど
を
掲
載
し

て
お
り
、
全
国
の
組
合
員
さ
ん

に
読
ま
れ
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
。 

 

組
合
で
も
、
窓
口
に
毎
号
ご
用

意
し
て
あ
り
ま
す
し
、
全
建
総

連
に
直
接
、
個
人
購
読
を
申
し

込
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ご
興

味
の
あ
る
方
は
、
所
属
の
支
部

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。 

去
る
１
２
月
２
日
、
名
古
屋

市
天
白
区
平
針
で
、
仮
設
住
宅

の
施
工
技
術
講
習
会
が
開
催

さ
れ
、
組
合
か
ら
は
、
６
０
歳

以
下
の
大
工
１
０
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
全
体
で
は
３
０
名

以
上
の
大
工
と
県
な
ど
の
関

係
者
が
講
習
を
受
講
し
、
大
規 

模
災
害
発
生
時
に
お
け
る
仮

設
住
宅
の
建
設
手
順
を
学
び

ま
し
た
。 

午
前
中
は
座
学
、
午
後
か
ら

は
実
習
で
、
９
坪
の
仮
設
住
宅

１
棟
の
、
手
打
ち
に
よ
る
杭
打

ち
か
ら
建
方
と
解
体
ま
で
の

作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。 

組
合
が
所
属
す
る
（
社
）
愛

知
県
建
設
団
体
連
合
会
は
、

（
社
）
全
国
木
造
建
設
事
業
協

会
を
通
じ
、
愛
知
県
と
「
災
害

時
に
お
け
る
応
急
仮
設
住
宅

の
建
設
に
関
す
る
協
定
」
を

締
結
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

大
規
模
災
害
時
に
、
在
来
軸

組
工
法
に
よ
る
木
造
の
仮
設

住
宅
を
建
設
す
る
と
い
う
も

の
で
す
。
今
回
の
実
習
は
災
害

時
に
お
け
る
施
工
体
制
の
整

備
等
を
目
的
と
し
、
国
土
交
通

省
の
補
助
を
受
け
て
実
施
さ

れ
ま
し
た
。 
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給付基礎日額 労災保険料 （年額） 

 ６，０００円  ４１，６１０ 円 

 ７，０００円  ４８，５４５ 円 

 ８，０００円  ５５，４８０ 円 

 ９，０００円  ６２，４１５ 円 

１０，０００円  ６９，３５０ 円 

１２，０００円  ８３，２２０ 円 

１４，０００円  ９７，０９０ 円 

１６，０００円 １１０，９６０ 円 

１８，０００円 １２４，８３０ 円 

２０，０００円 １３８，７００ 円 

22000～25000 円はお問合せください。 

上乗せ保険   ６，６００ 円 

事務費   ３，５００ 円 

一
人
親
方
労
災
保
険
の
更

新
の
時
期
が
き
ま
し
た
の
で
、

ご
案
内
し
ま
す
。 

更
新
さ
れ
な
い
と
、
３
月
３

１
日
を
も
っ
て
有
効
期
限
が

切
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
現
在
ご

加
入
中
の
方
に
は
、
２
月
初
旬

に
所
属
支
部
か
ら
更
新
の
案

内
を
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、

な
る
べ
く
お
早
め
に
お
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
今
年
度
か
ら
、
給
付

基
礎
日
額
の
上
限
を
２
５
０

０
０
円
ま
で
引
き
上
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ご
希
望
の
方

は
、
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。 

 

一

人

親

方

労

災

保

険

に

加

入

で

き

る

方

は

左

記

の

と

お
り
で
す 

 

①

従

業

員

を

使

用

し

て
い
な
い
、

個

人

事

業

主
と
、
そ
の

家

族

従

事

者 

 

②

従

業

員

を

使

用

し

て
い
な
い
、

法

人

の

役

員
全
員
（
役

員

の

み

の

法
人
） 

  

※
従
業
員
を

使
用
し
て
い

な
い
と
は
、

通
常
年
間
１

０
０
日
未
満

し
か
労
働
者

を
使
用
し
な

い
方
の
こ
と

で
す
。 

上乗せ保険とは、労災保険の上乗せ補償として、民間保険会社が運営する保険です。労災保険料に年間６，６００円を 

上乗せすることで、労災の休業補償給付を受ける際に、一日当たり３，０００円が上乗せ支給されます。 

たとえば、年間の保険料で比較すると、下記のようになります。 
  

給付基礎日額 保険料計 休業補償（日額の８０％） 

6,000 円＋上乗せ保険 41,610 円 ＋ 6,600 円 7,800 円（4,800 円＋3,000 円） 

7,000 円（上乗せなし） 48,545 円 5,600 円 

10,000 円（上乗せなし） 69,350 円 8,000 円 

○休業補償の面から考えると、上乗せ保険併用の方が断然オトクです。 

労
災
保
険
に
未
加
入
で
、
労
災

保
険
に
加
入
し
た
い
と
い
う
方

は
、
所
属
の
支
部
に
て
、
す
ぐ
に

お
手
続
き
で
き
ま
す
。 

 

一
人
親
方
労
災
保
険
の
保
険

料
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。
事
務

手
数
料
は
３
，
５
０
０
円
で
す
。

（
初
年
度
の
み
新
規
登
録
料
２
，

０
０
０
円
必
要
で
す
。
） 

 

国
土
交
通
省
で
は
、
次
世
代
省

エ
ネ
基
準
義
務
化
に
向
け
た
技

術
育
成
事
業
と
し
て
、
住
宅
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
施
工
技
術
講
習
会
を

左
記
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。 

こ
の
講
習
を
受
講
し
、
修
了
考

査
に
合
格
さ
れ
た
方
に
は
「
住
宅

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
工
技
術
者
講

習
修
了
証
」
が
発
行
さ
れ
ま
す
。 

 開
催
日
時 

 

（
施
工
技
術
者
向
け
） 

名
古
屋
会
場 

１
月
１
４
日
、
１
５
日
、 

２
月
４
日
、
５
日 

岡
崎
会
場 

 

１
月
２
０
日
、
２
１
日 

豊
橋
会
場 

１
月
２
８
日 

 （
設
計
技
術
者
向
け
） 

名
古
屋
会
場 

１
月
１
４
日
、
２
２
日
、 

２
８
日 

安
城
会
場 

 

１
月
１
０
日
、
１
７
日 

豊
橋
会
場 

 

１
月
１
６
日
、
２
１
日 

 

〇
詳
し
い
内
容
、
お
申
込
み
方
法

な
ど
は
、
組
合
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 



耐震診断（Ｗｅｅ）講習・ＪＷＣＡＤ講習  受講申込書 

希望日に○をし

てください。 

１ 、木造住宅耐震診断講習会 （ １月２６日 ／ ２月２日 ） 

２ 、ＪＷ－ＣＡＤ講習会   （ １月１９日 ） 

氏  名  所属支部 支部   

住  所 
〒 
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耐震診断ソフト（Ｗee）の使用法の講習を行います。

リフォームの際、耐震診断ソフトを活用することで、

施主へ耐震改修の必要性を数値化して提案すること

ができますので、耐震工事にお役立て頂けます。当日

は、Ｗee ソフト付きの教材を配布します。 
（この講習は、愛知県耐震診断員の資格講習ではあり

ません。耐震改修の補助金を申請するには、愛知県耐

震診断員の耐震診断が必要です。） 

ＪＷ－ＣＡＤの使用法を基礎から学べる講習会を

開催します。全くの初心者の方でも大丈夫です。Ｃ

ＡＤソフトのインストールから実際の作図まで丁寧

に講義して頂けます。当日はＪＷ－ＣＡＤの教材を

使用して講義を行います。 

開催日  平成２６年１月２６日（日）、２月２日（日） 
       ※両日とも同内容です 
時 間  午後１時～午後５時 
場 所  愛知県建設センター 

（名古屋市昭和区桜山３－５１－２） 
受講料  １０００円（当日） 
定 員  １０名 
 

開催日 平成２６年１月１９日（日） 
時 間 午後９時３０分～午後４時３０分 
場 所 愛知県建設センター 

（名古屋市昭和区桜山３－５１－２） 
受講料 １０００円（当日） 
定 員 １０名 
 

現
在
、
一
人
親
方
と
し
て
労
災

保
険
に
特
別
加
入
さ
れ
て
い
る
方

で
、
従
業
員
を
雇
用
さ
れ
る
方
は
、

特
別
加
入
の
切
替
え
が
必
要
に
な

り
ま
す
。 

切
替
え
の
手
続
き
は
組
合
で
出

来
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

一
人
親
方
労
災
と
の
違
い 

 

中
小
事
業
主
の
特
別
加
入
制
度

は
、
一
人
親
方
労
災
と
比
べ
て
い
く

つ
か
相
違
点
が
あ
り
ま
す
。 

①
従
業
員
と
同
様
の
作
業
を
し

て
い
る
時
し
か
労
災
の
適
用
に
な

り
ま
せ
ん
。 

②
日
曜
日
な
ど
、
事
業
所
の
所
定

の
休
日
に
、
従
業
員
な
し
で
事
業
主

の
み
で
作
業
を
し
て
い
る
と
き
も

労
災
の
適
用
に
な
り
ま
せ
ん
。
（
準

備
作
業
な
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。
） 

ま
た
、
労
働
基
準
法
で
は
、
労

働
者
を
守
る
た
め
の
最
低
限
の

基
準
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の

基
準
を
下
回
る
こ
と
は
許
さ
れ

ま
せ
ん
。 

例
え
ば
、
従
業
員
に
週
４
０
時

間
以
上
労
働
さ
せ
る
と
き
に
は
、

労
使
協
定
を
労
働
基
準
監
督
署

に
届
け
出
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
し
、
６
カ
月
以
上
雇
用
し
た
従

業
員
に
は
、
最
低
で
も
年
間
１
０

日
以
上
年
次
有
給
休
暇
を
与
え

な
い
と
違
法
に
な
り
ま
す
。
事
業

が
法
人
な
ら
、
社
会
保
険
（
厚
生

年
金
、
健
康
保
険
）
の
手
続
き
も

必
要
で
、
保
険
料
の
半
分
が
事
業

主
の
負
担
と
な
り
ま
す
。 

今
時
の
若
い
子
を
雇
用
す
る

時
は
、
少
し
前
ま
で
の
よ
う
に
、

修
行
見
習
い
、
丁
稚
奉
公
と
い
う

訳
に
は
い
か
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
事
業
所
に
労
働
基
準
監
督

署
が
立
ち
入
り
、
残
業
代
未
払
い

で
過
去
２
年
分
請
求
さ
れ
た
と

い
う
話
は
よ
く
聞
き
ま
す
よ
ね
。

事
業
を
守
る
た
め
に
は
、
労
働
基

準
法
を
理
解
し
、
対
応
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。 

 

従
業
員
を
雇
用
す
る
時
は
、
必

ず
雇
用
契
約
書
を
交
わ
し
ま
す
。

（
外
注
は
請
負
契
約
書
で
す
。
）

所
定
労
働
時
間
等
、
法
定
の
必
須

事
項
を
明
記
し
た
も
の
を
作
成

し
ま
す
。
雇
入
れ
後
も
事
業
主

は
、
従
業
員
の
労
働
を
管
理
す
る

義
務
が
あ
り
、
労
働
者
名
簿
、
出

勤
簿
、
賃
金
台
帳
（
こ
れ
を
法
定

三
帳
簿
と
い
い
ま
す
。
）
を
作
成

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
当

然
、
労
災
、
雇
用
保
険
の
手
続
き

も
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 



土、日開催です！ 
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愛知建築                                    平成２６年 １月 １日  第１０２号 

左
記
の
日
程
で
作
業
主
任
者
講
習
を
行
い
ま
す
。 

作
業
主
任
者
資
格
を
お
持
ち
で
な
い
組
合
員
さ
ん
は
、

こ
の
機
会
に
資
格
を
取
得
し
ま
し
ょ
う
。 

   

足
場
の
組
立
て
等
作
業
主
任
者 

 

平
成
２
６
年
２
月
８
日
（
土
）
、
９
日
（
日
） 

 

木
造
建
築
物
の
組
立
て
等
作
業
主
任
者 

 

平
成
２
６
年
２
月
２
２
日
（
土
）、
２
３
日
（
日
） 

  

場
所 

国
保
組
合
会
館
（
名
古
屋
市
北
区
） 

  

受
講
資
格 

満
十
八
歳
以
上
で
、
該
当
作
業
を
３
年
以

上
、
又
は
同
等
の
経
験
を
有
す
る
者 

 

受
講
料 

 

組
合
員 

 

８
０
０
０
円 

 
 

 
 

 

一 

般 
 

９
５
０
０
円 

 

定
員 

 

各
回 

５
０
名 

  

○このままファックスしてください。本申込書をお送りします。 

作業主任者講習 申込書 

どちらかに○を

してください。 

１ 、木造建築物の組立て等作業主任者 

２ 、足場の組立て等作業主任者 

氏  名  所属支部 支部   

住  所 
〒 

 

労働安全衛生法第１４条及び６１条に
より、一定の危険業務については、所定
の技能講習を終了した者の直接の指揮
の下でなければ作業をすることができ
ません。たとえば、高さ５メートル以上
の構造の足場の組立てや、軒高５メート
ル以上の木造建築物の構造部分の組立
てなどがこれにあたります。 

み
な
さ
ん
、
最
近
も
ち
つ
き

し
て
い
ま
す
か
？
去
る
１
１
月

２
４
日
、
組
合
事
務
所
に
て
、

第
２
回
青
年
部
も
ち
つ
き
大
会

が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

青
年
部
を
中
心
に
準
備
を

し
、
当
日
は
、
組
合
員
さ
ん
や

ご
近
所
の
皆
さ
ん
と
楽
し
く
交 

流
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
家
族
連
れ

で
参
加
の
方
も
多

く
、
中
に
は
生
ま
れ

て
初
め
て
も
ち
つ
き

を
し
た
お
子
さ
ん
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
全
部
で
１
１
臼

の
お
餅
を
つ
き
、
み

ん
な
お
な
か
い
っ
ぱ

い
で
大
満
足
の
一
日

で
し
た
。 

 

来
年
も
開
催
し
ま

す
の
で
、
も
ち
つ
き

を
し
て
み
た
い
方
、

餅
だ
け
食
べ
た
い
方

ど
な
た
で
も
大
歓
迎

で
す
の
で
皆
さ
ん
も

お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
お
子
さ
ん

も
ご
一
緒
に
ど
う

ぞ
！ 

１
級
施
工
管
理
技
士
技
能
検

定
と
は
、
建
設
工
事
に
従
事
す
る

者
の
技
術
力
の
向
上
を
図
る
た

め
、
国
土
交
通
省
が
実
施
し
て
い

る
国
家
資
格
で
す
。
建
設
工
事
の

円
滑
な
施
工
と
工
事
完
成
品
の

質
的
水
準
の
確
保
を
図
る
う
え

で
施
工
管
理
技
術
の
重
要
性
は

ま
す
ま
す
増
大
し
て
い
ま
す
。 

資
格
取
得
に
向
け
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
受
講
し

て
く
だ
さ
い
。 

 

学
科
コ
ー
ス 

３
～
６
月 

全
１
２
回 

受
講
料 

５
０
０
０
０
円 

 

実
地
コ
ー
ス 

 

９
～
１
０
月 

全
６
回 

 

受
講
料 

３
０
０
０
０
円 

  
 

（
教
材
費
別
） 

※
検
定
の
申
し

込
み
は
、
例
年
２

月
の
前
半
く
ら

い
と
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
必

ず
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。 

願
書
が
必
要

な
方
は
取
り
寄

せ
ま
す
の
で
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。 

 



 

コース名 回数 受講料 
１級学科 平日夜、日曜   全４５回 １２８，０００円 
１級製図 日曜  全１０回 ８５，０００円 
２級学科 平日夜、日曜 全３８回 ９８，０００円 
２級製図 日曜 全１０回 ７５，０００円 
２級製図（リ） 日曜 全１２回 ８５，０００円 

 〇受講料は、組合員価格です。使用教材、法令集代金を含みます。 
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優
勝 

昭
和
支
部 

２
位 

中
支
部 

３
位 

北
支
部 

今
年
の
優
勝
は
昭
和
支
部

で
し
た
！ 

平
成
２
５
年
１
０
月
１
２

０
日
、
星
が
丘
ボ
ウ
ル
で
第

３
回
連
合
会
ボ
ー
リ
ン
グ
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
は
全
部
で
１
１
チ
ー
ム
３

３
名
が
参
戦
し
て
、
白
熱
し

た
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。
優
勝
し
た
の
は
昭
和
支

部
で
す
。
ゲ
ー
ム
が
終
わ
っ

た
後
は
、
参
加
者
全
員
が
、

懇
親
会
と
表
彰
式
で
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

【 応募方法 】 
答えを書いてそのままＦＡＸして下さい。 

（空欄へ氏名と支部名をお書きください。） 

クイズ正解者には抽選で粗品をお送りします！ 

 

前回の答え 

遊び方 
マッチ棒で数式を作りました。 

しかし、数式が間違っています。 

マッチ棒を一本だけ動かして、 

正しい数式にしてください。 

組
合
で
は
、
本
年
度
も
建
築
士

受
験
対
策
講
座
を
開
講
し
ま
す
。 

厳
し
い
建
設
業
界
で
生
き
残
る

た
め
に
は
、
資
格
を
取
得
し
て
周

り
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
ま
た
、
合
格
に
向
け
て

集
中
し
て
勉
強
に
取
り
組
み
、
正

確
な
知
識
を
得
る
こ
と
は
、
間
違

い
な
く
仕
事
力
の
向
上
に
つ
な

が
り
ま
す
。 

建
築
士
資
格
の
取
得
を
お
考

え
の
方
は
是
非
こ
の
講
座
を
受

講
し
て
く
だ
さ
い
。
組
合
が
全
力

で
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 

〇
講
座
の
特
徴 

 

こ
の
講
座
は
、
組
合
の
若
手
育

成
事
業
の
一
環
と
し
て
行
い
ま
す

の
で
、
資
格
学
校
な
ど
よ
り
低
料

金
で
受
講
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

合
格
率
は
、
学
科
で
全
国
平
均
く

ら
い
、
製
図
で
は
全
国
平
均
よ
り

高
い
合
格
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
ち
な
み
に
昨
年
の
２
級
の
合
格

率
は
、
学
科
３
３
％
、
製
図
の
合

格
率
は
７
２
％
で
し
た
） 

 

ま
た
、
働
き
な
が
ら
通
学
し
や

す
い
よ
う
に
、
平
日
夜
（
週
２
回
）

は
午
後
７
時
か
ら
、
日
曜
日
（
月

に
１
、
２
回
）
は
午
前
１
０
時
か

ら
の
開
講
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

〇詳しい資料をご希望のかたは、下記にご記入のうえ、ファックスしてください。（ＦＡＸ 052-910-0609） 

氏名 住所 
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連合会いちご狩りバスツアー参加申込書 

氏名     歳（ 男・女 ） 
所属    支部 

氏名     歳（ 男・女 ） 

氏名     歳（ 男・女 ） 
代表者携帯 

       

氏名   歳（ 男・女 ） 

振込先 名古屋銀行 黒川支店 普通 ３４１７５５６ 愛知県建築組合連合会 会長 久野 弘 

旧年中は、組合活動にご理解とご協力を賜りまして深く感謝を申し上げます。 

役員、関係者一同、建築業を営む組合員さんひとりひとりと密接な関係を持

ち、より強固な組合を築きあげることで、今後の社会情勢に対処していけるよ

う一層努力して参りますので、本年も何卒宜しくお願い申し上げます。 

 

本部役員一同 

 

理 
事 

理 
事 

理 

事 

理 

事 

理 

事 

理 

事 

理 

事 

理 

事 

理 

事 

理 

事 

理 

事 

理 

事 

理 

事 

理 

事 

理 

事 

理 

事 

理 

事 

理 

事 

理 

事 

理 

事 

理 

事 

理 

事 

理 

事 

理 

事 
 

副
会
長 

副
会
長 

監
事 

監
事 

監
事 

常
任
理
事 

常
任
理
事 

常
任
理
事 

常
任
理
事 

常
任
理
事 

 
会  

長 

連
合
会
本
部
、
支
部
事
務
局
一
同 

今 

原 

鎌 

倉 

佐 

合 

柘 

植 
鬼 

頭 
山 
下 

三
ツ
井 

大 

澤 

古 

澤 

市 

川 

鬼 

頭 

鬼 

頭 

山 

本 

赤 

山 

山 

中 

近 

藤 

近 

藤 

松 

浦 

竹
ノ
内 

井 

村 

酒 

井 

富 

永 

木 

村 

稲 

垣 
 

鎌 

田 

尾 

崎 

森 藤 

松 

神 

谷 

杉 

浦 

松 

井 

竹
ノ
内 

横 

地 

山 

口 

久 

野 

松 

壽 

権 

一 

孝 

史 

啓 

吾 
 

清 

浩 

二 

正 

和 
由 

雄 
一 
彦 

雅 
尚 

鉦 

男 
 

公 

信 

男 

要 

一 

隆 

弘 

康 

隆 
 

勝 
 

聡 

輝 

美 
 

勇 

民 

男 

勝
太
郎 

俊 

治 

光 

治 
 

銘 

治 

立 

司 

吉 

夫 

士 

朗 

貞 

男 

正 

夫 

重 

道 

直 

健 

一 

明 弘 

（中
川
建
築
） 

（中
川
建
築
） 

（中
川
建
築
） 

（西  

建
築
） 

（西  

建
築
） 

（西  

建
築
） 

（西  

建
築
） 

（中
村
建
築
） 

（中
村
建
築
） 

（中
村
建
築
） 

（熱
田
建
築
） 

（熱
田
建
築
） 

（熱
田
建
築
） 

（熱
田
建
築
） 

（瑞
穂
建
築
） 

（中  

建
築
） 

（中  

建
築
） 

（昭
和
建
築
） 

（昭
和
建
築
） 

（北  

建
築
） 

（北  

建
築
） 

（名
城
建
設
） 

（名
城
建
設
） 

（中
央
建
築
） 

（中
川
建
築
） 

（熱
田
建
築
） 

（北  

建
築
） 

（中
村
建
築
） 

（西  

建
築
） 

（瑞
穂
建
築
） 

（中  

建
築
） 

（昭
和
建
築
） 

（名
城
建
設
） 

（中
央
建
築
） 

 

（瑞
穂
建
築
） 

 

日 程 平成２６年３月２日（日） 

集 合 8 時３０分 

栄テレビ塔北バス駐車場 

定 員 ９０名まで（バス２台） 

参加費  

大人 5000 円（小学生以上） 

子供 3000 円（未就学 3～6 歳） 

幼児無料（２歳以下お昼なし） 

 

行 程 栄（テレビ塔 8：30 出発）～ 豊里いち

ご狩り農園 ～ 名阪上野（昼食） ～ 

伊賀流忍者博物館 ～ モクモク手作り

ファーム ～ 栄周辺（18：00 頃予定） 

 

 

毎
年
大
好
評
！
の
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
事
業
、

い
ち
ご
狩
り
日
帰
り
バ

ス
ツ
ア
ー
を
今
年
も
開

催
い
た
し
ま
す
。 

今
年
は
三
重
県
の
い

ち
ご
を
食
べ
に
行
き
ま

す
。
も
く
も
く
フ
ァ
ー
ム

や
忍
者
博
物
館
に
も
立

ち
寄
り
ま
す
よ
。 

ご
家
族
の
方
も
き
っ

と
ご
満
足
い
た
だ
け
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。 

ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。 

 
 

お
申
込
方
法 

①
所
属
の
支
部
ま
で
お

申
込
い
た
だ
く
か
、 

②
組
合
事
務
局
ま
で
申

込
書
を
フ
ァ
ッ
ク
ス
の

上
、
振
込
先
口
座
ま
で
参

加
費
を
お
振
込
み
く
だ

さ
い
。 
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